
福岡地域

244万人

（48％）

北九州地域

144万人

（28％）

筑後地域

81万人

（16％）

筑豊地域

42万人

（8％）

福岡県

510万人

平成29年度 第１回 福岡県交通渋滞対策協議会

◆福岡県のエリア区分

平成２９年８月２日（水）

【参考】福岡県内のエリア別人口

出典：H27国勢調査
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１．これまでの検討経緯

1

・H25.1に主要渋滞箇所を公表し、渋滞対策の基本方針や今後の取り組みに対する協議を実施

H24年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会

H24年度 第2回 福岡県交通渋滞対策協議会

パブリックコメントの実施 （一般道路）（高速道路）

H24年度 第3回 福岡県交通渋滞対策協議会

主要渋滞箇所の公表

H25年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ワーキング会議

H27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会

H24.6

H24.7

H24.8

H24.11

H24.12

H25.1

H25.12

H27.1
H27.2

H27.8

○交通基礎データの共有

○地域の渋滞箇所の素案の決定

○道路利用者の意見を含めた地域の
渋滞箇所の特定

○地域の渋滞箇所の状況、意見交換

○渋滞要因の確認、渋滞対策の確認、
渋滞対策の基本方針(案)の確認

○渋滞対策の基本方針(案)、
渋滞検討マネジメントサイクル(案)、
モニタリング結果の確認

〔時期〕 〔実施内容〕 〔協議内容〕

H26年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ワーキング会議

H27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ワーキング会議H28.2 ○主要渋滞箇所のフォローアップ、
主要渋滞箇所の状況確認

H28年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会H28.7 ○主要渋滞箇所のフォローアップ、今後の
渋滞対策の方向性、今後の進め方

○一般道路１８１箇所、高速道路１０箇所、
都市高速道路１４箇所

H28年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ワーキング会議H29.3
○主要渋滞箇所のフォローアップ、
主要渋滞箇所の解除方法（案）

H29年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会
今回
H29.8

○主要渋滞箇所のフォローアップ、
今後の渋滞対策の方向性
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

福岡県における渋滞検討マネジメントサイクル

■最新の交通データ等を基に特定された主要渋滞箇所について、渋滞対策を検討・実施
■毎年度、以下のマネジメントサイクルにより、主要渋滞箇所をモニタリングの上、随時見直し

地域の主要渋滞箇所の特定（更新）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

定期的な地域の声の反映
（パブリックコメントの実施等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現
（道路管理者が実施する対策、他機関の実施対策との連携、公共交通事業者等（鉄道・バス事業者等）の
参画による対策等）

・道路管理者、公共交通事業者等（鉄道・バス事業者等）、交安委員会等の意見を踏まえ、主要渋滞箇所図等に
より各エリア単位で地域の課題を共有し議論を促進

地域の渋滞の現状と渋滞対策の基本方針

最新の交通データによる渋滞状況の検証
・・・プローブデータの収集・分析等

地域の交通状況に対する
専門的見地からの検証

・・・データの精査・現地確認等の実施

道路を賢く使う取組の観点

渋滞対策協議会における議論
協議会構成主体 : 国土交通省 九州地方整備局、国土交通省 九州運輸局、福岡県、福岡県警察本部、福岡市、北九州市、西日本高速道路㈱、

福岡県道路公社、福岡北九州高速道路公社、福岡県道路協会、福岡市道路利用者会議



○最新の交通データにより、主要渋滞箇所（一般道）の選定基準の該当状況を点検（モニタリングの実施）
○点検の結果、主要渋滞箇所（一般道）の選定基準に該当しない箇所は無い
○今後も他の主要渋滞箇所についても、モニタリングを実施していくとともに、選定基準に該当しない箇所や対策が完了した箇所に

ついては、現地状況を確認した上で、主要渋滞箇所の解除等の見直しも含めて検討

3

▼主要渋滞箇所（一般道）の選定基準

曜日・時間帯 選定基準

平日 朝 （7時～9時）
平均速度20km/h未満
※いずれか一方向で

も該当する箇所
平日 夕 （17～19時）

休日 昼 （7時～19時）

▼主要渋滞箇所（一般道）の点検結果

主要渋滞
箇所数

181箇所

集約区間数 箇所数

15区間
127箇所

（54箇所）

福岡県内の主要渋滞箇所（一般道）

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成
区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続し

ており、複数の主要渋滞箇所を含む区間

２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

主要渋滞
箇所数

速度向上
箇所数

選定基準
非該当箇所数

181箇所 24箇所 0箇所

※速度向上箇所数は選定時よりも平日朝・平日夕・休日昼
ともに速度が向上した箇所数を示す

福岡県内の主要渋滞箇所と
H25.1以降に整備された
主な道路事業

平成25年1月以降に
整備された

主な道路事業

※主要渋滞箇所の交通状況に
影響があると思われる事業
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

▼H25.1以降に整備された主な道路事業に関連する主要渋滞箇所の点検結果

○最新の交通データにより、道路整備が完了した箇所のモニタリング実施結果を以下に示す
○点検の結果、以下に示す主要渋滞箇所については依然として選定基準に該当していることから、「経過観察」として引き続きモニタ

リングを実施

データ：プローブデータ （選定時：H24.4～H24.8平均、最新：H28.3～H29.2平均）※下段は選定時からの増減を示す

交差点名 路線名 市町村名

選定時旅行速度 最新旅行速度 道路整備状況

平日
朝ピーク

平日
夕ピーク

休日
昼間12H

平日
朝ピーク

平日
夕ピーク

休日
昼間12H 事業名 整備時期

波多江 国道202号 糸島市 15.4 12.9 13.6 14.8 13.1 12.1 今宿道路拡幅 H25年4月19日
H27年3月14日

‐0.6 0.2 ‐1.6

東町（2） 国道210号 久留米市 8.2 6.2 10.0 8.7 7.4 9.0 浮羽バイパス H25年12月7日

0.5 1.2 ‐1.0

納楚 国道3号 八女市 13.9 11.7 14.0 15.0 12.1 13.8 八女筑後バイパス H25年5月25日

1.1 0.4 ‐0.2

東町（1） 国道3号 久留米市 9.8 8.5 3.5 6.5 5.7 6.1 東合川野伏間線 H26年3月21日

‐3.3 ‐2.8 2.7

一丁田 国道3号 久留米市 9.4 6.2 5.7 6.9 6.4 6.7 東合川野伏間線 H26年3月21日

‐2.5 0.2 1.0

苅原 国道3号 久留米市 5.2 6.1 7.9 6.7 6.6 8.0 東合川野伏間線 H26年3月21日

1.5 0.5 0.1

上津荒木 国道3号 久留米市 5.5 6.2 5.6 5.8 4.9 4.4 東合川野伏間線 H26年3月21日

0.3 ‐1.3 ‐1.2

行事 国道201号 行橋市 4.4 4.1 5.2 5.7 4.9 5.3 国道２０１号バイパス
（行橋インター関連）

H26年3月9日

1.3 0.8 0.1
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

主要渋滞箇所

未対策箇所 対策済箇所

要因有

要因不明（数年間モニタリング）

（渋滞協議論）
引き続き主要渋滞箇所
として登録する判断

（渋滞協報告）
引き続き主要渋滞箇所として登録 （渋滞協議論）

解除箇所の判断
※協議会資料等で公表（渋滞協議論）ＷＧ・道路管理者等で検証、立案

された対策 等

解除箇所

渋滞対策
協議会

現地状況確認
※渋滞状況

渋滞緩和渋滞有

ＹＥＳＮＯ

主要渋滞箇所の特定要件をクリア

速度向上要因検証

※現地状況確認等

○主要渋滞箇所の解除については、最新のデータや現地状況等を確認し、各箇所毎に協議会で判断して解除を承認
○事業完了箇所について最新プローブデー等を用いてモニタリングを実施したが、特定要件である旅行速度20km/h以上をクリアし

た箇所が確認できないため、引き続き主要渋滞箇所として継続登録する

０箇所

０箇所

１８１箇所

０箇所
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３．各エリアの対策方針について

(1)対策方針について

至 本州方面

至 佐賀方面

至 大分方面

至 熊本方面

至 佐賀方面

特に流動が多い
区間 (500百台/日以上)

流動が多い区間
(300百台/日以上)

福岡市、北九州市、

久留米市に主要渋滞
箇所の約７割が集中

大分県

佐賀県

熊本県

福岡地域

筑豊地域

筑後地域

北九州地域
北九州市

福岡市

久留米市

飯塚市

甘木・朝倉

＜主要渋滞箇所＞

＜道路種別＞

主要渋滞箇所

高速道路
一般県道以上
市町村道

・平成２７年度：各エリアの基本方針を策定
（平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）で確認）

・平成２８年度：基本方針に基づく各エリア毎の具体的な対策を検討

福岡県の主な自動車交通流動

渋滞対策の基本方針（Ｈ２７．８公表）

福岡県

全体

○バイパス整備等による交通容量の拡大

○交差点改良等の局所的な対策を推進

○ソフト対策による渋滞軽減への取組を図る

○主要渋滞箇所が集中する地域を中心として、関係者で構成
されるエリアワーキング等を設立し、更なる対策検討を実施

福岡

地域

○国道３号博多バイパス、福岡東環状線等の整備を推進

○地下鉄の延伸等による公共交通の機能強化

○交通マネジメントを推進

筑後

地域

○国道３号鳥栖久留米道路等の整備による環状道路形成

○公共交通の利便性の向上等を図る

北九州

地域

○国道３号黒崎バイパス、（都）戸畑枝光線等の整備を推進

○交通マネジメント等の取組を推進

筑豊

地域

○飯塚庄内田川ﾊﾞｲﾊﾟｽ、香春拡幅等の整備を推進

○個別交差点の対策による渋滞軽減への取組を推進

平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）で確認



３．各エリアの対策方針について

１．福岡地域の概況

２．対策の方向性

概要

福岡

地域の

状況

・県都である福岡市が属する地域であり、人口集中地区は福岡市周辺地域
まで拡がっており、主要渋滞箇所も福岡市周辺に集中している(地域の約
7割)。

・JR線、地下鉄線、道路としては南北軸を形成する九州縦貫道、国道３号、
東西軸を形成している国道202号、及び環状道路である都市高速道路な
ど交通網が発達しており、各駅等を中心として商業施設等の集積がある。

・九州、アジアの交流・物流拠点として更なる発展が期待されている。

道路

交通

状況

・都心部への過度な自動車交通の集中に伴う交通容量の不足に加え、特に
都心部では近接した信号交差点間隔等による速度低下に拍車がかかっ
ているため、都心部やアクセス道路において渋滞が発生している。（主要
渋滞箇所１１３箇所）

・福岡市域を通過し、北九州方面と久留米方面を連絡する通過交通も多い。

・また、高速道路及び福岡都市高速道路では、一部の区間で交通集中によ
り渋滞が発生している（主要渋滞箇所１８箇所）。

概要

総合

対策等

・広域的な主要幹線道路の整備を進めると共に、高速道路への交通誘導な
ど、既存の道路ネットワークの機能をより効果的に発揮させることで、福
岡市域を通過する不要な自動車交通の分散化を図る。

・交差点改良などの道路交通環境の改善を図るとともに、公共交通への利
用転換に資する機能強化や交通マネジメントの推進を図る。

道路

整備

・都心部へのアクセス道路及び都市計画道路等の整備

・福岡地域のボトルネックとなる交差点の改良

■関係者で構成されるエリアワーキングにおいて、福岡地域全体を対象に対策検討及び対策効果を検証してまいります。

■国道３号博多バイパス、福岡東環状線等の整備を進めるとともに、地下鉄の延伸等による公共交通の機能強化や、交通マネジメ
ントを推進してまいります。

（エリアWG体制） 道路管理者 福岡県警 公共交通事業者等

基本方針

３．福岡市周辺の主要渋滞箇所と対策の方向性

【エリア全体】
公共交通の機能強化

交通マネジメントの推進
都市計画道路等の整備

ボトルネック交差点の改良

至 北九州方面

至 久留米方面

至 糸島
方面

福岡都心部

都心部に関係
の無い通過交

通が多い

都心部へのアク
セス交通が集中

都心部へのアク
セス交通が集中

都心部へのア
クセス交通が

集中

赤字：主な交通流動
緑字：対策の方向性

環状道路の
整備

アクセス道路の容量確保、
流入交通量の削減

流入交通量
の削減

アクセス道路
の容量確保、
流入交通量

の削減

至 飯塚方面

都心部への
アクセス交通

が集中

＜主要渋滞箇所＞

＜道路種別＞

主要渋滞箇所

高速道路
一般県道以上
市町村道

＜区間・エリア＞

主要渋滞区間

(2)対策の検討状況（福岡エリア）

7

平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）で確認
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３．各エリアの対策方針について（福岡エリア）

※交通流動は現況交通量配分（H17OD）より集計、断面交通容量比はH22センサスより集計（高速道路を除く）

・福岡エリアでは、都市機能や都市施設が集積する福岡都心部等へ流出入する交通が約73万台と多く、都心部等へのアクセス

交通が８割以上を占めている（約63万台）

・また、福岡都心部等に用事の無い通過交通が約10万台も存在（特に、東部方面⇔南部方面において通過交通全体の約半数を

占める）

・放射幹線軸では、東部方面・南部方面の断面交通容量が不足

◆福岡エリアの交通流動と断面交通容量比

①福岡エリアの交通流動と断面混雑度

都心・周辺発着交通
都心・周辺通過交通
都心・周辺流出入交通（発着＋通過）

都心・周辺発着交通
都心・周辺通過交通
都心・周辺流出入交通（発着＋通過）

東部方面

西部方面

西南部方面

南部方面

新宮断面：1.50

都心南部断面：1.30

糟屋断面：1.19

都心西部断面：1.01

今宿断面：1.07

都心西南部断面：1.02

都心・周辺

32.7万台

26.0万台8.2万台

16.4万台

都心東部断面：1.45

太宰府断面：1.00

通過交通を都心部に流入させない方策
が必要（広域的な主要幹線道路の整備、
高速道路への交通誘導など）

流出流

73万台
発着

63.3万台

（86%）

通過

10.0万台

（14%）



32.7%

36.9%

30.0% 32.0% 34.0% 36.0% 38.0%

選定時

(H24.4-

H24.8)

最新

(H28.3-

H29.2)

20km/h未満の延長割合（福岡市内）

21.9%

24.9%

20.0% 21.0% 22.0% 23.0% 24.0% 25.0% 26.0%

選定時

(H24.4-

H24.8)

最新

(H28.3-

H29.2)

20km/h未満の延長割合（福岡市内）

３．各エリアの対策方針について（福岡エリア）

9

・福岡エリアの幹線道路の走行速度は、平日の混雑時には面的に20km/h未満に速度が低下

・休日の昼間には、都心部・中心部のほか、主要観光施設周辺や大規模商業施設周辺などで混雑が発生

・交差点改良などの道路交通環境の改善を図るとともに、公共交通への利用転換に資する機能強化や交通マネジメントを推進

◆福岡エリアの幹線道路の走行速度 ◆福岡エリアの幹線道路の走行速度

データ：プローブデータ（ H28.3～H29.2 休日昼間12時間平均）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

データ：プローブデータ（H28.3～H29.2 平日朝7-9時、夕17-19時平均の低い方）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

平日：混雑時 休日：昼間

都心部福岡ドーム
福岡タワー

大規模
商業施設

大野城
春日中心部

香椎
副都心

太宰府
天満宮

大規模
商業施設

大規模
商業施設

面的に
速度低下

福岡市内の時間帯別平均速度（平日）
福岡市内の時間帯別平均速度（休日）

20km/h未満
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

20km/h未満
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

②福岡エリアの交通状況
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台
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台
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台
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台

1
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台

1
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1
3時
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台
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台

1
6時

台

1
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台

1
8時

台
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度

（
km

/
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平均速度は全時間帯において
20km/h程度で推移

平均速度は夕方に向けて
20km/h程度まで低下

146

154

140 145 150 155 160

Ｈ22

Ｈ27

福岡市の人口（万人）

約8万人増加
（+5％）

約4万台増加
（+6％）

◆福岡市の状況変化

①人口 ：＋５％
②自動車保有台数 ：＋６％
③速度20km/h未満延長割合
平日ピーク ：＋５％
休日昼間平均 ：＋４％

約4％
増加

約3％
増加

データ：一般車プローブデータ ※センサス道路を対象として集計（高速道路、都市高速道路を除く）

福岡市内の20km/h未満
延長割合（平日ピーク時）

福岡市内の20km/h未満
延長割合（休日昼間12H）

福岡市内の人口 福岡市内の
自動車保有台数

データ：国勢調査
※二輪車除く

特に休日の都心部においては、都心部周辺
の既存道路ネットワークを活用した取組が
必要（公共交通への利用転換に資する機能
強化や交通マネジメントの推進）

データ：市町村別自動車保有数、市町村別軽自動車保有数

道路延長
約445km
高速除く

7.5%,
34km

20.2%,
90km

25.0%,
111km

23.9%,
106km

15.1%,
67km

8.2%,
37km

道路延長
約445km
高速除く

6.6%,
29km

18.3%,
82km

22.3%,
99km

27.9%,
124km

18.0%,
80km

6.9%,
31km



３．各エリアの対策方針について

■関係者で構成されるエリアワーキングにおいて、筑後地域全体を対象に対策検討及び対策効果を検証してまいります。

■国道３号鳥栖久留米道路、(都)東合川野伏間線等の整備による環状道路の形成を進めるとともに、公共交通の利便性の

向上等を図ります。 （エリアWG体制） 道路管理者 福岡県警 公共交通事業者等

(3)対策の検討状況（筑後エリア）

10

１．筑後地域の概況

２．対策の方向性

３．久留米市周辺の主要渋滞箇所と対策の方向性

久留米中心部
至 うきは方面

至 福岡方面

大牟田市方面

至 筑後方面

至 八女方面

都心部に関係
の無い通過交

通が多い

環状道路の
整備

都心部へのア
クセス交通が

集中

赤字：主な交通流動
緑字：対策の方向性

都心部へのア
クセス交通が

集中

都心部へのア
クセス交通が

集中

アクセス道路
の容量確保

アクセス道路
の容量確保

【エリア全体】
交通結節点の機能強化
公共交通の利用促進

都市計画道路等の整備
ボトルネック交差点の改良

至 佐賀方面

概要

筑後

地域の

状況

・人口が県内第３位である久留米市が属する地域であり、久留米市市街地
に主要渋滞箇所が集中している(地域の約6割)。

・久留米市は、県都である福岡市までは約40kmの県南部に位置している。

・九州自動車道と長崎自動車道・大分自動車道のクロスポイントにも近く、
国道3 号などの主要な幹線道路や、九州新幹線・JR 鹿児島本線や久大

本線、西鉄天神大牟田線や甘木線など交通網が発達し、九州の交通の
要衝に位置している。

道路

交通

状況

・久留米中心部への交通集中により、アクセス道路の交通容量が不足して
おり、速度サービスの低下や渋滞が発生している。（主要渋滞箇所２８箇
所）

・また、久留米中心部を通過し、福岡方面と久留米市南部方面を連絡する
通過交通も多い。

・更に、高速道路では、一部の区間で交通集中により渋滞が発生している
（主要渋滞箇所２箇所）。

概要

総合

対策等

・筑後市・八女市、大牟田市など地域都市と久留米市との連絡機能強化や、
市内の交通混雑を緩和するため、広域連携軸や都心環状軸の機能を担
う、国道3 号鳥栖久留米道路、有明海沿岸道路等の道路整備を促進する。

・鉄道駅の交通結節機能を強化するため、駅前広場や駐輪場等の整備に
より、公共交通の利便性向上を図る。

道路

整備

・久留米中心部へのアクセス道路及び環状道路、都市計画道路等の整備

・大牟田市、筑後市などの周辺都市のボトルネック交差点改良

＜主要渋滞箇所＞

＜道路種別＞

主要渋滞箇所

高速道路
一般県道以上
市町村道

＜区間・エリア＞

主要渋滞区間

平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）で確認
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３．各エリアの対策方針について（筑後エリア）

・筑後エリアでは、都市機能や都市施設が集積する久留米市中心部へ流出入する交通が約30万台と多くの交通が流入し、特に

県北方面、大分方面、県南方面からの流入が多い

・また、久留米中心部に用事の無い通過交通が約7万台も存在（特に、南部方面⇔北部方面において通過交通全体の約半数を

占める）

・各断面で交通容量が不足しており、特にうきは方面・八女方面の断面交通容量が著しく不足

①筑後エリアの交通流動と断面混雑度

◆筑後エリアの交通流動と断面交通容量比

※交通流動は現況交通量配分（H17OD）より集計、断面交通容量比はH22センサスより集計（高速道路を除く）

久留米中心部発着交通
久留米中心部通過交通
久留米中心部流出入交通（発着＋通過）

久留米中心部発着交通
久留米中心部通過交通
久留米中心部流出入交通（発着＋通過）

田主丸方面断面：1.88

通過

7.1万台

（24%）

流出流

30万台 発着

22.5万台

（76%）



11.6%

15.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

選定時

(H24.4-

H24.8)

最新

(H28.3-

H29.2)

20km/h未満の延長割合（久留米市内）

6.4%

9.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

選定時

(H24.4-

H24.8)

最新

(H28.3-

H29.2)

20km/h未満の延長割合（久留米市内）

３．各エリアの対策方針について（筑後エリア）

30.2 

30.5 

28 29 30 31

Ｈ22

Ｈ27

久留米市の人口（万人） 12

・筑後エリアの幹線道路の走行速度は、平日休日ともに久留米市中心部において面的に面的に20km/h未満に速度が低下

・また筑後市・八女市、大牟田市などの地域都市では、幹線相互の交差点で局部的に渋滞

・環状道路形成による通過交通排除を図るとともに、公共交通への利用転換に資する結節点強化や交通マネジメントを推進

◆筑後エリアの幹線道路の走行速度 ◆筑後エリアの幹線道路の走行速度

データ：プローブデータ（H28.3～H29.2 休日昼間12時間平均）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

データ：プローブデータ（H28.3～H29.2 平日朝7-9時、夕17-19時平均の低い方）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

平日：混雑時 休日：昼間

久留米市中心部が
面的に速度低下

10km/h未満
10-20km/h
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

● 主要渋滞箇所

②筑後エリアの交通状況

約3千人増加
（+1％）

約15千台増加
（+8％）

◆久留米市の状況変化

①人口 ：＋１％
②自動車保有台数 ：＋８％
③速度20km/h未満延長割合
平日ピーク ：＋１％
休日昼間平均 ：＋１％

約4％
増加

約3％
増加

データ：一般車プローブデータ ※センサス道路を対象として集計（高速道路、都市高速道路を除く）

久留米市内の20km/h未満
延長割合（平日ピーク時）

久留米市内の20km/h未満
延長割合（休日昼間12H）

久留米市内の人口 久留米市内の
自動車保有台数

データ：国勢調査
※二輪車除く

久留米市中心部が
面的に速度低下

10km/h未満
10-20km/h
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

● 主要渋滞箇所

データ：市町村別自動車保有数、市町村別軽自動車保有数

道路延長
約328km
高速除く

1.6%,
5km 9.6%,

31km

23.2%,
76km

28.7%,
94km

29.2%,
96km

7.7%,
25km

道路延長
約328km
高速除く

1.5%,
5km 8.2%,

27km

21.3%,
70km

29.1%,
96km

30.6%,
101km

9.2%,
30km



３．各エリアの対策方針について

(4)対策の検討状況（北九州エリア）

13

平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）で確認

概要

北九州
地域の
状況

・人口が県内第２位である北九州市が属する地域であり、北九州市市街地
に主要渋滞箇所が集中している（地域の約８割）。

・昭和３８年に門司市、小倉市、戸畑市、若松市、八幡市が合併して誕生し
ており、それぞれに市街地が形成され、小倉駅周辺が都心、黒崎駅周辺
が副都心と位置付けられている。

・東西方向は国道３号、九州縦貫自動車道が幹線となっており、東側の南
北方向は国道10号が幹線となっている。

道路交
通状況

・福岡、北九州の２大都市間を結ぶ東西の幹線軸では、国道３号や周辺道
路において、都市部を中心とした速度低下や渋滞が発生している。（主要

渋滞箇所３５箇所）
・東側を走る南北の幹線軸である国道１０号と並行路線では、地域内交通

に加え、門司・本州方面の交通も集中しており、速度低下や渋滞が発生し
ている。

・また、高速道路や椎田道路では、一部の区間の交通集中により渋滞が発
生している （主要渋滞箇所３箇所）。

概要

総合

対策等

・京築圏域、遠賀・中間圏域等と北九州市へのアクセス交通が集中する区
間では、幹線道路の整備や、ボトルネックとなる箇所を対象とした交差点改
良等を実施し、容量の確保を図る。
・また、公共交通の機能強化や交通マネジメントの推進を図り、都心部の混

雑緩和や、都心部への流入交通量の削減を図る。

道路

整備

・都心部へのアクセス道路及び都市計画道路等の整備
・北九州地域のボトルネックとなる交差点の改良

１．北九州地域の概況

２．対策の方向性

３．北九州市周辺の主要渋滞箇所と対策の方向性

■国道３号黒崎バイパス、（都）戸畑枝光線等の整備を進めるとともに、交通マネジメント等の取組を進めてまいります。

■関係者で構成されるエリアワーキングにおいて、北九州地域全体を対象に対策検討及び対策効果を検証してまいります。

【エリア全体】
公共交通の機能強化

交通マネジメントの推進
都市計画道路等の整備

ボトルネック交差点の改良

至 本州方面

北九州
都心部

都心部へのアク
セス交通が集中

都心部への
アクセス交通が

集中

流入交通量の
削減

アクセス道路
の容量確保、
流入交通量の

削減

至 大分方面

都心部への
アクセス交通が

集中

北九州空港

北九州港

至 福岡方面

（エリアＷＧ体制）

椎
田
道
路

道路管理者 福岡県警 公共交通事業者等

基本方針

＜主要渋滞箇所＞

＜道路種別＞

主要渋滞箇所

高速道路
一般県道以上
市町村道

＜区間・エリア＞

主要渋滞区間

至 飯塚方面

赤字：主な交通流動
緑字：対策の方向性

都心部への
アクセス交通が

集中
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３．各エリアの対策方針について（北九州エリア）

①北九州エリアの交通流動と断面混雑度

・小倉中心部に各方面から38万台と多くの交通が流入し、うち、東西方面の通過交通が約2.9万台流入
・また、幹線道路の交通容量が不足しており、特に西部方面（福岡市方面）の断面交通容量が著しく不足

久留米中心部発着交通
久留米中心部通過交通
久留米中心部流出入交通（発着＋通過）

久留米中心部発着交通
久留米中心部通過交通
久留米中心部流出入交通（発着＋通過）

小倉中心部発着交通
小倉中心部通過交通
小倉中心部流出入交通（発着+通過）

11.9
万

台

小倉中心部

2.9万台

20.8万台

17.5
万

台
西部断面：1.40

東部断面：1.14

南部断面：1.10

※交通流動は現況交通量配分（H17OD）より集計、断面交通容量比はH22センサスより集計（高速除く）

流出流

38万台 発着

29.7万台

（78%）

通過

8.5万台

（22%）



３．各エリアの対策方針について（北九州エリア）
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②北九州エリアの交通状況
・北九州エリアの幹線道路の走行速度は、休日に比べ平日の方が広い範囲で20km/h未満の速度低下が顕著

・平日の速度低下は、小倉駅周辺を中心に放射状の道路で断続的に速度低下（特に国道10号、国道199号周辺が顕著）

・バイパス整備などの道路交通環境の改善を図るとともに、公共交通への利用転換に資する機能強化や交通マネジメントを推進

約1.6万人減少
（-2％）

約2.1万台増加
（+4％）

◆北九州市の状況変化

①人口 ：－２％
②自動車保有台数 ：＋４％
③速度20km/h未満延長割合
平日ピーク ：＋１％
休日昼間平均 ：＋１％

約1％
増加

約1％
増加

データ：一般車プローブデータ ※センサス道路を対象として集計（高速道路、都市高速道路を除く）

北九州市内の20km/h未満
延長割合（平日ピーク時）

北九州市内の20km/h未満
延長割合（休日昼間12H）

北九州市内の人口 北九州市内の
自動車保有台数

データ：国勢調査

※二輪車除く

23.9%

24.6%

12.7%

13.7%

◆北九州エリアの幹線道路の走行速度 ◆北九州エリアの幹線道路の走行速度

データ：プローブデータ（H28.3～H29.2 休日昼間12時間平均）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

データ：プローブデータ（H28.3～H29.2 平日朝7-9時、夕17-19時平均の低い方）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

平日：混雑時 休日：昼間

北九州市中心部が
広域的に速度低下 北九州市小倉駅周辺の

中心部のみが速度低下

平均速度は全時間帯において
30km/h程度で推移
夕方にかけ若干速度低下

北九州市内の時間帯別平均速度（休日）北九州市内の時間帯別平均速度（平日）

平均速度は全時間帯において
30km/h程度で推移
朝夕ピークに若干速度低下

10km/h未満
10-20km/h
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

● 主要渋滞箇所

10km/h未満
10-20km/h
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

● 主要渋滞箇所

道路延長
約937km
高速除く

6.4%,
60km

18.1%,
170km

23.6%,
221km

24.8%,
233km

18.3%,
171km

8.7%,
82km

▲北九州市内の走行速度割合（平日） ▲北九州市内の走行速度割合（休日）

道路延長
約937km
高速除く

2.9%,
27km

10.8%,
101km

20.4%,
191km

30.8%,
288km

23.4%,
219km

11.6%,
109km

データ：市町村別自動車保有数、市町村別軽自動車保有数



３．各エリアの対策方針について

(5)対策の検討状況（筑豊エリア）
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平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）で確認

１．筑豊地域の概況

概要

筑豊地
域の状

況

・人口が県内第４位である飯塚市が属する地域であり、筑豊エリアの中では飯塚
市市街地に主要渋滞箇所が集中している（地域の約４割）。

・福岡県のほぼ中央に位置し、東は田川市を中心とする田川圏域に、西は福岡
市を中心とする福岡都市圏に、南は嘉麻市に、北は直方市を中心とする直方・
鞍手圏域にそれぞれ接しており、主要幹線道としては、一般国道200号、201号、
211号があり、交通の要衝地である。

道路

交通

状況

・福岡市と行橋市（苅田港）・中津市（中津港）の都市間を結ぶ東西の幹線軸では、
国道201号や周辺道路において、飯塚市中心部を中心とした速度低下や渋滞
が発生している。（主要渋滞箇所５箇所）

・飯塚市中心部を走る南北の幹線軸である国道200号では、地域内交通に加え、
北九州市方面の交通も集中しており、速度低下や渋滞が発生している。

・更に、高速道路では、一部の区間の交通集中により渋滞が発生している
（主要渋滞箇所１箇所）。

２．対策の方向性

概要

総合

対策等

・嘉穂圏域、田川圏域等と飯塚市中心部へのアクセス交通が集中する区間では、
幹線道路の整備や、ボトルネックとなる箇所を対象とした交差点改良等を実施
し、容量の確保を図る。

・また、中心部では都市内幹線道路の整備を行うとともに、公共交通サービスの
確保、交通結節点の機能強化を図る。

道路

整備

・飯塚市中心部へのアクセス道路整備及び都市計画道路の整備
・筑豊地域のボトルネック交差点改良

３．飯塚市周辺の主要渋滞箇所と対策の方向性

■飯塚庄内田川ﾊﾞｲﾊﾟｽ、香春拡幅等の整備を進めるとともに、個別交差点の対策による渋滞軽減への取組を進めてまいります。

■関係者で構成されるエリアワーキングにおいて、筑豊地域全体を対象に対策検討及び対策効果を検証してまいります。

赤字：主な交通流動
緑字：対策の方向性

都市内幹線道路の整備
公共交通サービスの確保
交通結節点の機能強化

至 北九州方面

飯塚市
中心部

中心部へのア
クセス交通が

集中

中心部への
アクセス交通

が集中

至 行橋・中津方面

至 福岡方面

中心部への
アクセス交通が

集中

・アクセス道路の容量確保

至 桂川方面

【エリア全体】
公共交通の機能強化

都市計画道路等の整備
ボトルネック交差点の改良

幹線道路の整備

（エリアWG体制） 道路管理者 福岡県警 公共交通事業者等

基本方針

＜主要渋滞箇所＞

＜道路種別＞

主要渋滞箇所

高速道路
一般県道以上
市町村道

＜区間・エリア＞

主要渋滞区間
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３．各エリアの対策方針について（筑豊エリア）

①筑豊エリアの交通流動と断面混雑度

・飯塚市中心部に各方面から約17万台と多くの交通が流入し、うち、南北方面の通過交通が約２．３万台流入

久留米中心部発着交通
久留米中心部通過交通
久留米中心部流出入交通（発着＋通過）

久留米中心部発着交通
久留米中心部通過交通
久留米中心部流出入交通（発着＋通過）

飯塚中心部発着交通
飯塚中心部通過交通
飯塚中心部流出入交通（発着+通過）

飯塚市中心部

2.0万台

4.7万台

0.4万台

4.5万台

0.6万台2.3万台

0.2万台

0.5万台

1.5万台

0.7万台

※交通流動は現況交通量配分（H17OD）より集計、断面交通容量比はH22センサスより集計（高速除く）

東部断面：1.32

西部断面：1.37

南部断面：1.37

北部断面：1.08

7.9万台

8.2万台

3.2万台

3.2万台

通過

5.8万台

（33%）流出流

17万台
発着

11.6万台

（67%）



３．各エリアの対策方針について（筑豊エリア）
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②筑豊エリアの交通状況
・筑豊エリアの幹線道路の走行速度は、休日に比べ平日の方が、広い範囲で20km/h未満の速度低下が顕著

・平日の速度低下は、市役所周辺を中心に面的に速度低下、その他周辺では局所的に速度低下している。

・バイパス整備などの道路交通環境の改善を図るとともに、公共交通への利用転換に資する機能強化や交通マネジメントを推進

約2千人減少
（-2％）

約9千台増加
（+11％）

◆筑豊の状況変化

①人口 ：－２％
②自動車保有台数 ：＋１１％
③速度20km/h未満延長割合
平日ピーク ：－１％
休日昼間平均 ：＋１％

約1％
減少

約1％
増加

データ：一般車プローブデータ ※センサス道路を対象として集計（高速道路、都市高速道路を除く）

飯塚市内の20km/h未満
延長割合（平日ピーク時）

飯塚市内の20km/h未満
延長割合（休日昼間12H）

飯塚市内の人口 飯塚市内の
自動車保有台数

データ：国勢調査

※二輪車除く

9.9%

9.2%

5.2%

6.0%

◆筑豊エリアの幹線道路の走行速度 ◆筑豊エリアの幹線道路の走行速度

データ：プローブデータ（H28.3～H29.2 休日昼間12時間平均）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

データ：プローブデータ（H28.3～H29.2 平日朝7-9時、夕17-19時平均の低い方）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

平日：混雑時 休日：昼間

飯塚市中心部は
面的な速度低下 飯塚市中心部は

面的な速度低下

飯塚市内の時間帯別平均速度（平日）

平均速度は全時間帯において
40km/h程度で推移

平均速度は全時間帯において
40km/h程度で推移

飯塚市内の時間帯別平均速度（休日）

周辺部は局所的な
速度低下

10km/h未満
10-20km/h
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

● 主要渋滞箇所

10km/h未満
10-20km/h
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

● 主要渋滞箇所

周辺部は局所的な
速度低下

周辺部は局所的な
速度低下

▲飯塚市内の走行速度割合（平日） ▲飯塚市内の走行速度割合（休日）

道路延長
約185km
高速除く

7.0%,
13km

10.2%,
19km

16.1%,
30km

40.2%,
74km

24.3%,
45km

2.2%,
4km

道路延長
約185km
高速除く

5.0%,
9km 8.6%,

16km

14.7%,
27km

41.1%,
76km

29.5%,
55km

1.0%,
2km

データ：市町村別自動車保有数、市町村別軽自動車保有数



既存対策案あり

50％

経過観察

14％

対策検討中

36％

既存対策案あり

60％

経過観察

11％

対策検討中

29％

既存対策案あり

40％

経過観察

20％

対策検討中

40％

既存対策案あり

37％

経過観察

4％

対策検討中

58％

福岡エリア 北九州エリア

筑後エリア 筑豊エリア

福岡県全体

渋
滞
要
因
構
成
比

対
策
状
況

34%

3%

3%

2%

13%

8%

2%

14%

3%

0%

5%

6%

2%

6%

混雑度が１以上

変形交差点

多差路交差点

左折車線未整備・不足

右折車線未整備・不足

交差点連続

車線減少

信号現示

沿道出入阻害

路上駐車阻害

バスポケット不足

横断歩行者阻害

踏切遮断

交 通 需 要

交
差

点
形

状

・
道

路
構

造

信 号 運 用
沿

道
環

境

そ の 他

交通需要

信号運用

その他

沿
道
環
境

道
路
構
造

交
差
点
形
状

・主要渋滞箇所の効果的かつ効率的な渋滞対策の推進に向け、以下の資料を整備し、現地の状況、要因、既存対策の有無の情
報共有を図るとともに、今後の対策検討に活用する。
・福岡県の主要渋滞箇所の渋滞要因は、交通容量の不足が約３割で最も多い。
・また、既存対策により約４割の主要渋滞箇所の渋滞解消・緩和効果が見込まれるが、対策検討中箇所が約５割も残存している。
・特に、「福岡エリア」は、県全体の半数以上の主要渋滞箇所が集中し、対策検討中となっている箇所が半数以上存在する。

※H28.1末現在

181
箇所

※既存対策有とは事業中箇所整備後に渋滞解消・緩和が見込まれる箇所、経過観察とは対策事業実施済の箇所。 19

113
箇所

28
箇所

35
箇所

5
箇所

４．今後の渋滞対策の方向性について

既存対策案あり

43％

経過観察

11％

対策検討中

46％

平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ＷＧ（H28.2開催）で確認

(１)既存対策の実施状況
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ソフト対策の提案：都市高速料金割引）

0 500 1,000 1,500

昼間

（15H）

夜間早朝

（9H）

全日

（24H）

減少した交通量（台）
0 100 200 300

昼間

（15H）

夜間早朝

（9H）

全日

（24H）

減少した交通量（台）

○福岡外環状道路の主要渋滞箇所を通過するＯＤを分析すると、外環状道路沿線を発着する短トリップ交通が多いため、都市高
速道路を有効に活用することにより、利用交通の転換及び一般道部分の負荷軽減が期待される

○福岡都市高速道路４号線で実証実験として過去に実施された「特定区間割引」において、一般道から都市高速への交通転換が
図られたことにより、渋滞箇所の渋滞長や所要時間が減少

○都心部利用交通の質的分析を実施することで、既存道路ネットワークを有効活用する方策についても今後引き続き検討を行う

●福岡外環状道路利用交通のＯＤ分析

多い
やや多い
やや少ない
少ない

凡例（N=2,669）

データ：ETC2.0プローブ情報（H27.4～H27.11 平日昼間12時間）
※ガンセンター入口、須久北１の外環状断面を通過する交通のODを図示（都市高速利用除く）

【参考】都市高速における区間割引の事例（福岡都市高速４号）

・一般道路から有料道路への交通転換を促進することによる沿道環境
改善や渋滞緩和などを目的とし、福岡高速道路を利用するETC車両を
対象に平成18年8月～平成19年3月に実施（当初予定より1ヶ月延長）

・結果として、朝･夕ピ－ク時の福岡高速への転換が図られ、国道２０１
号の渋滞発生箇所における渋滞が減少

（夜間早朝で大型車、昼間で乗用車の転換が顕著）

＜実証実験概要＞ ＜流通センター入口（R201断面）交通量＞

外環状道路沿線を発着する
短トリップ交通が多い

＜流通センター入口西側断面の渋滞長＞

＜ＥＴＣ2.0プローブ情報による利用交通のＯＤ分析＞

＜都市高速料金低廉化による一般道の負荷軽減（イメージ）＞

202

出発地
（ターゲット）

都市高速道路
環状線

目的地
（ターゲット）

堤 野多目

料金割引をすることで
都市高速利用交通が増加

都市高速に利用転換することで
一般道の交通が減少

主要渋滞箇所

ｶﾞﾝｾﾝﾀｰ入口

西月隈板付

ｶﾞﾝｾﾝﾀｰ
入口

須久北１

流通センター入口
交差点

特定区間割引

（貝塚～福岡ＩＣ）

＜対象位置＞

0 200 400 600 800 1,000 1,200

割引前

割引時

渋滞長（m）

約1,000m

約100m

約９割
減少

乗用車 大型車

893

248

1,141 237

205

32
夜間早朝割引 特定区間割引

対象路線 福岡高速全線
福岡高速4号線

（貝塚～福岡IC間）

実験時期
平成18年8月1日(火)～
平成19年2月末（7ヶ月）

対象車両 ETC無線通行車限定（全車種）

割引時間 22時～6時 終日

割引率 １０％
7～21時台：２０％
22～6時台:約２７％

(2)ソフト対策の提案
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ソフト対策の推進：公共交通利用促進（福岡国道事務所・福岡市））

(2)ソフト対策の推進

●「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」

▲ 「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」の立ち上げによる効果波及イメージ

・天神地区や博多地区は、公共交通の利便性が高いにもかかわらず、高い自動車
利用による様々な交通問題（道路混雑・環境負荷・交通事故等）が発生

・平成17 年度から『「かしこいクルマの使い方」を考えるプロジェクト』に取り組み、
平成21年に、「福岡モビリティ・マネジメント推進連絡会（Fuku-POMM）」を設立

・福岡市のモビリティ向上を目指し、関係機関が主体となって実施する取組に関す
る情報共有・意見交換・連携手法の検討を実施しており、その一環として、「まち
歩かんね、クルマ減らさんね運動」を立ち上げ

▲「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」の会員数推移

クルマ利用を控えて頂いた方の
削減時間は1 週間で平均で約98 分

平成29年3月
時点で約860名

（前年比290名増）
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ソフト対策の推進：総合的な交通渋滞対策の推進（北九州市））

(2)ソフト対策の推進

●北九州市環境首都総合交通戦略＿計画概要

意
識

公
共
交
通

道
路
交
通

交通渋滞に対するソフト施策の総合交通戦略30施策（★重点施策＝７施策） 渋滞対策に関する施策の内容

市
全
域

公
共
交
通
拠
点

公
共
交
通
軸

モビリティマネジメントの実施 ★

公共交通利用者に対する利用特典制度の普及

レンタサイクル・カーシェアリングの普及

エコドライブの推進、低公害車の普及

サイクル＆ライド、パーク＆ライド等の促進

相乗り通勤の普及・促進

交通結節機能の強化 ★

公共交通施設の案内情報の充実

駅前広場の整備

おでかけ交通と他交通機関との結節機能向上

ICカード乗車券の導入及び相互利用

バリアフリー化の推進 ★

交通事業者間の連携強化による公共交通サービスの向上

幹線バス路線の高機能化 ★

筑豊電気鉄道の高機能化 ★

おでかけ交通への支援強化 ★

通勤時の乗合い送迎バスの導入促進

新規鉄道路線の検討

次世代都市交通システムの検討

広域的な交流の活発化に向けた取り組みの促進

都市計画道路の整備・見直し

鉄道連続立体交差化

都市高速道路の有効活用

タクシー利用環境の改善

取締りの強化

タクシー客待ち・荷捌きスペースの有効活用

自転車専用レーンの導入

徒歩・自転車での移動環境・利用環境の改善 ★

道路緑化の促進

新規道路の整備

道
路
交
通
軸

（渋滞対策施策： モビリティマネジメントの実施）
地域・企業・学校等を対象に、「モビリティマネジメン
ト」を実施し、 徒歩・自転車・公共交通への 自発的
な行動の変容を促します。

（渋滞対策施策： 基幹バス路線の高機能化）
幹線バスの定時性・速達性確保と利用促進を図る為、
BRTの導入を視野に入れながら、バス停やバスレー
ン整備を進めます。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

（渋滞対策施策： 通勤時の乗合い送迎バスの導入促進）
市街地臨海部や郊外部の向上等集積地区で、モビ
リティマネジメントと合わせて通勤時の乗合い送迎バ
スの導入を促進します。

（渋滞対策施策： 都市高速道路の有効活用）
大型車の都市高速道路への誘導や一般道路からの
利用転換を促進し、一般道路の混雑緩和や環境負
荷の軽減を図ります。

（渋滞対策施策： 取締りの強化）
違法駐停車の取り締まりを強化することで、路線バ
スや自動車の走行の円滑化を図ります。

▲北九州市環境首都総合交通戦略
（北九州市地域公共交通網形成計画）
Ｈ28.8（改訂）

・北九州市では、過度のマイ
カー利用から、地球環境にや
さしいバスや鉄道などの公共
交通や徒歩・自転車への利
用転換を図り、市民の多様な
移動手段が確保された安全
で安心して利用することがで
きる「環境首都としてふさわし
い交通体系」の実現をめざし、
「北九州市環境首都総合交
通戦略（北九州市地域公共
交通網形成計画）」を策定。

・策定された30施策のうち、交
通渋滞対策に関連する施策
は５施策。

・今後も、継続して施策の推進
を図る。

★重点施策
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ソフト対策の推進：総合的な交通渋滞対策の推進（北九州市））

(2)ソフト対策の推進

●北九州市環境首都総合交通戦略における主な取り組み内容と、これまでの成果

▲ステーションの整備状況 ▲利用状況

▲バスレーン整備

レンタサイクル・カーシェアリングの普及

・ｺﾐｭﾆﾃｨｻｲｸﾙの導入：小倉都心・八幡東区東田地区で導入（２地区21 箇所：H22 年度～）

・ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞの導入：小倉都心・八幡東区東田地区で導入（２地区２箇所：H20 年度～）

モビリティマネジメントの実施

・学校、企業、転入者を対象としたモビリティ
マネジメントの実施

・公共交通利用促進イベントの実施

交通結節機能の強化

・バス停助成制度の創設 ・広告付き
バス停整備（38 基：H19～H26 年度）

・バスロケーションシステムの社会
実験実施（５箇所：H22 年度～）

・バス停の待合い環境改善（４箇所：
H22 年度）

幹線バス路線の高機能化

・バス停前歩道拡幅（１箇所）

・既存バスレーンのカラー舗装（10.9km：H21～H24 年度）

これまでの取り組みによる成果

・公共交通利用者数の減少に歯止めがかかった。

▲北九州市における公共交通利用者数の推移

出典：北九州市環境首都総合交通戦略（北九州市地域公共交通網形成計画）H28.8

▲学校ＭＭの学習資料

▲バスロケーションシステム

▲バスレーンのカラー舗装延長

公共交通利用者数の減少に
歯止めがかかった

筑豊電鉄のH3までは
西鉄北九州線を含む
タクシーは、北九州交
通圏の合計
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ピンポイント対策の提案）

・国土交通省では、平成28年を「生産性革命元年」と位置付け、社会全体の生産性向上につながるストック効果の高い社会資
本の整備・活用や関連産業の生産性向上、新市場の開拓を支える取組を加速化

・その取組の一つとして、「生産性革命に向けたピンポイント渋滞対策」を選定 （→高速道路へのアクセスをピンポイントで是正）

【取り組みの背景】

「社会のベース」の生産性を
高めるプロジェクト

「社会のベース」の生産性を
高めるプロジェクト

「産業別」の生産性を
高めるプロジェクト

「産業別」の生産性を
高めるプロジェクト

「未来型」投資・新技術
で生産性を高める

プロジェクト

「未来型」投資・新技術
で生産性を高める

プロジェクト

国土交通省「生産性革命プロジェクト」一覧
（平成２８年３月７日・平成２８年４月１１日選定）

資料：国土交通省生産性革命プロジェクトHPより

(3)ピンポイント対策の提案
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ピンポイント対策の提案：朱雀大路交差点）

0
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7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

朱雀大路‐西流入

月 火 水 木

金 土 日祝

（秒）
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180

0 30 0 30 0 30 0 30 0 30 0 30 0 30 0 30 0 30 0 30 0 30 0 30

7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

朱雀大路‐東流入

月 火 水 木

金 土 日祝

（秒）

※各流入方向の交差点手前400mの平均旅行時間

最大97秒(火曜日7時15-30分)

最大103秒(月曜日7時45分-8時)

資料：一般車ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ27年度平日昼間12Ｈ）

3
3

朱雀大路交差点
写真①

35

76

581
112

【位置図】

【損失時間】

朱雀大路交差点

写真①：国道３号下り 写真②：国道３号上り

朱雀大路交差点

太宰府IC

距離あたり損失時間（人・時／月・㎞）

10,000

20,000

30,000

主要渋滞箇所

26,496
31,236

3,230 3,667

12,796
9,854

14,363
9,311

太宰府天満宮
～太宰府IC間
の利用経路

76

112

3

35

76

35

31

太宰府駅

集計期間：H27.10

太宰府市役所

太宰府市役所

【主要地】
太宰府天満宮

3 35

大宰府政庁跡

【上下別曜日別所要時間】

※各流入方向進行方向別の交差点
前後400mを通過する所要時間

資料：ETC2.0プローブ情報
（Ｈ27年度平日朝ピーク）

○対象交差点は太宰府ICと太宰府天満宮を結ぶ主要経路上のボトルネックとなっている
○国道３号の上下方向の交通状況を詳細に分析すると、平日朝ピーク時が最も混雑している状況となっている

①朱雀大路交差点の交通特性

【方向別通過時間】 市道 北

国
道
3
号

東134

75

67

97

107

145

120135113

12293110

国道505号 南西

国
道
3
号

西

渋滞発生有
※サイクル長以上の交差
点通過時間(C=160)

渋滞発生無

0%(19)

1%(1,908)

27%(169)

0%(1)

4%(1300)

5%(22)

9%
(111)

23%
(22)

45%
(11)

8%
(197)

5%
(59)

20%
(99)

平均交差点通過時間

信号待ち2回以上の割合
(サンプル数)
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ピンポイント対策の提案：朱雀大路交差点）

②朱雀大路交差点の現地状況

○主道路側である国道3号は、上下方向とも直進交通が多く、一部容量超過により捌け残りが発生している
○従道路側は、主道路側の青時間比が大きいため長い滞留長が発生しているが、捌け残りは発生していない

至
）
西
鉄
都
府
楼
前
駅

至）大宰府政庁跡

至）福岡農業高校

●筑陽学園の生徒が
通学のため多数通行

●左折車の滞留が
直進車の進行を阻害

至
）
福
岡
医
療
福
祉
大
学

通学中の生徒通学中の生徒

左折待ち車両左折待ち車両

直進車直進車 歩行者歩行者

長い滞留長い滞留

写真①：国道3号下り方向写真①：国道3号下り方向

写真④：国道3号上り方向写真④：国道3号上り方向

写真⑤：国道3号上り方向写真⑤：国道3号上り方向

写真③：従道路（太宰府方面）写真③：従道路（太宰府方面）

写真⑦：従道路写真⑦：従道路

写真②：国道3号下り方向写真②：国道3号下り方向

写真⑥：従道路写真⑥：従道路

朱雀大路 都府楼橋
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ピンポイント対策の提案：朱雀大路交差点）

至）大宰府政庁跡

至
）
筑
紫
野
市

現 況現 況 対策イメージ対策イメージ

道路用地内で左折車線を増設し、
直進車両の阻害を解消

左折車の滞留により
直進車の通行を阻害

至）大宰府政庁跡

至
）
筑
紫
野
市

：左折車両
：直進車両
：右折車両

：左折車両
：直進車両
：右折車両

朱雀大路
交差点

朱雀大路
交差点

3 3

3 3

③ピンポイント対策（案）

○道路用地内で植樹帯及び路肩を縮小して左折車線を増設し、直進車両の阻害を解消させる
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ピンポイント対策の提案：東光２丁目交差点）

※各流入方向の交差点手前400mの平均旅行時間

最大180秒(金曜日10時15-30分)

最大162秒(金曜日17時45分-18時)

資料：一般車ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ27年度平日昼間12Ｈ）

3
3

東光２丁目
交差点

【位置図】

東光２丁目交差点

写真①：国道３号下り 写真②：国道３号上り

主要渋滞箇所

43
3

35

博多駅

福岡市役所

【主要地】
福岡空港

【上下別曜日別所要時間】

※各流入方向進行方向別の交差点
前後400mを通過する所要時間

資料：ETC2.0プローブ情報
（Ｈ27年度平日朝ピーク）

○対象交差点は福岡空港と博多駅結ぶ主要経路上のボトルネックとなっている
○国道３号の上下方向の交通状況を詳細に分析すると、平日朝夕ピーク時が最も混雑している状況となっている

①東光２丁目交差点の交通特性

【方向別通過時間】

東光２丁目交差点

202

3

385
555

福岡空港
～博多駅間
の利用経路

112

551

607

45

福岡
空港

博多駅

551

43

202

市道 北東

国
道
３
号

南
東137

132

206

-

120

204

125105-

-103118

国道385号 南西

国
道
３
号

北
西

渋滞発生有
※サイクル長以上の交差
点通過時間(C=140)

渋滞発生無

18%(11)

0%(0)

88%(8)

12%
(126)

22%
(9)

0%
(0)

30%(37)

88%(16)

25%(4)

7%
(29)

18%
(11)

0%
(0)

平均交差点通過時間

信号待ち2回以上の割合
(サンプル数)
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ピンポイント対策の提案：東光２丁目交差点）

②東光２丁目交差点の現地状況

○主道路側である国道3号は、上下各方向ともに交通が多く、一部容量超過により捌け残りが発生しており、従道路側も福岡空港
と市内中心部を結ぶ軸となっていることから交通量が多くなっている

○特に平日朝夕ピーク時においては、交差点全体として流入交通量が多いため、各方向交差点の容量不足により慢性的な渋滞
が発生している

３3

３385

３385

至
）
千
鳥
橋

至）福岡空港

至
）
東
比
恵
駅

至）博多駅

３3

左折車

●横断歩行者待ちの左折車両が、
後方の直進車の進行を阻害

左折車
直進車

歩行者

現地確認日：
H28.11.10(木)8時
H28.11.11(金)18時

写真②：国道385号下り方向写真②：国道385号下り方向

写真⑥：国道385号上り方向写真⑥：国道385号上り方向

写真⑤：国道385号上り方向写真⑤：国道385号上り方向

写真③：国道3号上り方向写真③：国道3号上り方向 写真④：国道3号上り方向写真④：国道3号上り方向

東光2丁目

写真①：国道3号下り方向写真①：国道3号下り方向
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ピンポイント対策の提案：東光２丁目交差点）

至）福岡空港

至
）
東
比
恵
駅

現 況現 況 対策イメージ対策イメージ

道路用地内で左折車線を増設し、
直進車両の阻害を解消
（中央分離帯縮小）

左折車の滞留により
直進車の通行を阻害

：左折車両
：直進車両
：右折車両

：左折車両
：直進車両
：右折車両

東光２丁目
交差点3

3
3

3

③ピンポイント対策（案）

○道路用地内で中央帯を縮小して左折車線を増設し、直進車両の阻害を解消させる

東光２丁目
交差点

至）博多駅

至
）
千
鳥
橋

至）福岡空港

至
）
東
比
恵
駅

至）博多駅

至
）
千
鳥
橋



31

４．今後の渋滞対策の方向性について（ピンポイント対策の提案：今宿大塚・今宿谷交差点）

○対象交差点周辺には、商業施設や小学校、警察署、消防署などの主要施設が半径500m以内に立地している
○国道202号 今宿大塚交差点～今宿谷交差点の下り線は、停止線間距離が約80mと信号交差点が近接しており、平日の夕方

や休日の日中を中心に渋滞が発生している状況となっている

現 況現 況

対策イメージ対策イメージ

道路用地内で右折車線を増設し、
今宿大塚交差点右折車両の阻害を解消
（車線幅員縮小、市道側拡幅）

今宿谷交差点右折車両の滞留により
今宿大塚交差点右折車両の通行を阻害

【位置図】

今宿大谷・今宿谷交差点
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右折車両をすり抜けるため
車線変更し、今宿大塚で右折

撮影日：
H27.11.15(日)11時頃

【現地状況写真】国道202号下り方向
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４．今後の渋滞対策の方向性について（ピンポイント対策の提案：湯川交差点）

○対象交差点は、国道10号と県道湯川赤坂線が鋭角に交差する交差点であり、県道への右折交通量が多い交差点となっている。
さらに、右折車線手前に住宅地へ右折する車両が滞留するため、後続車への走行障害が発生し、渋滞や事故が多発している状
況。

○渋滞や事故の対策として、右折車線の拡幅（1.5車線化）により、後続車への走行阻害を解消。

【位置図】 湯川交差点
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対策イメージ対策イメージ
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【渋滞状況写真】国道10号、県道湯川赤坂線

住宅地への右折滞留により、
後続車への走行阻害は発生
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※カラー化の色などについては、あくまで対策イメージです。

右折車線の拡幅（1.5車線化）
により後続車への阻害を解消

直進車線への車線変更により、
後続車への走行阻害が発生

住宅地への右折により、
後続車への走行阻害が発生
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拡大平面図
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 人・物の輸送の効率化を図るため、渋滞対策協議会とトラックやバス等の利用者団体との

連携を強化し、利用者目線で対策箇所を特定した上で、即効性のある渋滞対策を実施。

トラックやバス等

利用者団体と連携

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現

地域の主要渋滞箇所の特定・見直し

・最新交通データによる渋滞状況検証
・交通状況に対する専門的見地からの検証

渋滞対策協議会における議論

・地域の課題を共有することで道路管理者と
道路利用者間での議論を促進

平成29年度は中部・中国ブロックの１１箇所で対策を実施

＜トラックが渋滞に巻き込まれている状況＞

＜バスが渋滞に巻き込まれている状況＞

(1)トラック・バス等の利用者団体と連携した渋滞対策
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“交通渋滞対策協議会” による議論

■最新の交通データによる渋滞状況の検証

■地域の交通状況の変化等に対する専門的見地からの検証 等

“エリアワーキング” による議論

■交通状況のモニタリング （主要渋滞箇所のフォローアップ）

■ソフト・ハードを含めた具体的な対策の検討・調整 等

■地域の交通課題の共有

○構築した各エリアＷＧにおいて、最新データによるモニタリング結果等を有効に活用し、地域毎の渋滞対策の検討を推進する
○これまでの渋滞協・ＷＧで議論した交通課題を踏まえて、道路整備を始めとするハード対策や、現状の機能を有効活用するため

のソフト対策、ピンポイント渋滞対策を検討する
○エリアＷＧについてはH29年度内に開催予定

(2)スケジュールと検討内容
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